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は
じ
め
に

平
安
時
代
の
一
等
資
料
と
し
て
日
本
語
史
の
記
述
・
考
察
に
は
欠
か
せ
な
い

と
捉
え
ら
れ
て
き
た
資
料
に
、
訓
点
資
料
が
存
す
る
。
平
安
時
代
の
書
写
、
加

点
に
な
る
訓
点
資
料
は
、
多
く
の
資
料
に
奥
書
が
存
し
て
、
資
料
の
年
代
が
推

定
で
き
る
こ
と
、
資
料
の
伝
来
が
判
る
こ
と
や
、
遺
存
の
絶
対
量
が
多
い
こ
と
、

平
安
時
代
の
各
期
に
亙
っ
て
残
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
利
点
か
ら
、
日
本
語
の

歴
史
研
究
の
資
料
と
し
て
重
き
を
置
か
れ
て
き
た
資
料
で
あ
る
。
近
年
、
そ
の

訓
点
資
料
の
資
料
性
が
問
わ
れ
る
所
と
な
り
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、
訓
点
資
料

に
お
け
る
言
語
の
複
層
性
・
重
層
性
が
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

例
え
ば
、
以
下
の
如
き
場
合
が
端
的
で
あ
る
。
立
本
寺
本
の
妙
法
蓮
華
経
は
、

平
安
時
代
の
訓
点
資
料
と
し
て
は
、
極
め
て
重
要
な
資
料
の
一
つ
で
、
今
ま
で

に
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
資
料
で
あ
る
（
１
）
。
薄
い
紺
地
の
料
紙
の
同
一

紙
面
上
に
、
極
め
て
明
瞭
な
白
書
の
訓
点
と
、
朱
点
、
墨
点
の
加
点
が
存
す
る

資
料
で
あ
る
。
こ
の
資
料
に
は
、
奥
書
が
存
し
て
、
資
料
の
成
立
事
情
を
知
り

う
る
重
要
な
手
掛
か
り
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
巻
第
五
の
奥
書
に
従
え
ば
、
白

書
奥
書
で
は
、
寛
治
元
年
（
一
〇
八
七
）
五
月
十
九
日
に
沙
門
経
朝
が
、
赤

穂

照
聖
人
の
訓
点
を
白
点
で
移
し
、
定
慶
聖
の
音
読
点
を
（
墨
書
に
よ
っ
て
）

移
点
し
て
い
る
。
朱
書
奥
書
で
は
、
寛
治
二
年
（
一
〇
八
八
）
正
月
に
元
興
寺

明
詮
僧
都
（
七
八
八
〜
八
六
八
）
の
点
を
、
赤
穂
聖
人
の
読
み
と
異
な
る
も
の

に
つ
い
て
、
朱
筆
で
移
点
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
資
料
は
、
同
一
紙
面
上
に
、

白
点
と
朱
点
、
ま
た
、
墨
点
を
、
同
一
人
（
経
朝
）
が
移
点
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
そ
の
奥
書
に
よ
っ
て
、
白
点
は
、
平
安
後
期
の
赤
穂

照
聖
人
の
訓
読
語

を
伝
え
た
も
の
で
あ
り
、
朱
点
は
平
安
初
期
（
明
詮
）
の
法
華
経
訓
読
の
姿
を

移
点
し
た
も
の
で
あ
る
と
識
別
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
奥
書
に
よ
っ
て
、
加
点

事
情
、
訓
読
語
の
出
所
が
知
ら
れ
る
恵
ま
れ
た
資
料
で
あ
る
。
奥
書
が
な
い
と

す
れ
ば
、
寛
治
頃
の
移
点
に
関
わ
る
資
料
と
し
て
、
推
定
は
可
能
で
あ
ろ
う
が
、

白
書
、
朱
書
の
訓
読
語
の
時
代
性
は
、
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
出
所

に
時
代
差
が
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
ず
、
同
一
紙
面
上
に
同
一
人
が
加
点
し
た

一

訓
点
資
料
に
お
け
る
訓
読
語
複
層
性
の
一
様
相

―
東
寺
観
智
院
蔵
大

盧
遮
那
広
大
成
就
儀
軌
の
場
合
―

松
　
本
　
光
　
隆

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
東
寺
観
智
院
蔵
大

盧
遮
那
儀
軌
広
大
成
就
儀
軌
康
平
二
年
点
本
、
天
台
宗
寺
門
派
、
漢
文
訓
読
語
、
複
層
性
、
伝
授
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資
料
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
（
２
）
。
こ
う
し
た
時
代
的
に
異
な
っ
た

訓
読
語
が
、
同
一
紙
面
上
に
加
点
さ
れ
る
と
、
そ
の
訓
点
資
料
は
、
時
代
的
な

重
層
性
を
持
つ
も
の
と
な
る
。
奥
書
の
無
い
資
料
、
ま
た
は
、
情
報
が
不
十
分

な
奥
書
を
持
つ
資
料
に
お
け
る
時
代
的
な
重
層
性
は
、
方
法
を
講
じ
ね
ば
、
そ

れ
を
具
体
的
に
解
明
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
る
。
こ
う
し
た
日
本
語
史
の
資

料
と
し
て
の
質
的
問
題
性
を
持
ち
合
わ
せ
た
資
料
が
存
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と

が
、
確
か
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
一
資
料
に
お
け
る
時
代
の
複
層
性
・
重
層
性
は
、

決
し
て
、
見
過
ご
す
こ
と
が
出
来
な
い
問
題
で
あ
る
。

以
下
に
は
、
こ
の
日
本
語
の
年
代
の
複
層
性
・
重
層
性
と
は
異
な
る
訓
点
資

料
に
お
け
る
複
層
性
・
重
層
性
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
、
実
態
を
記
述
し
、
訓

点
資
料
の
資
料
性
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
と
考
え
る
。

一
、
東
寺
観
智
院
蔵
大

盧
遮
那
広
大
成
就
儀
軌
康
平
二
年
点
本

の
資
料
的
性
格
に
つ
い
て

洛
南
・
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
に
は
、
第
二
十
九
函
第
１
号
と
し
て
、
大

盧

遮
那
広
大
成
就
儀
軌
巻
下
一
巻
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
料
紙
は
、
紙
高
二
十

九
・
八
糎
の
楮
紙
打
紙
で
、
こ
れ
に
界
幅
一
・
八
糎
、
界
高
二
十
四
・
三
糎
の

墨
界
が
打
た
れ
て
い
る
。
巻
首
に
は
、
欠
損
が
あ
る
。
現
状
で
、
表
紙
が
存
し

て
い
る
が
、
そ
の
表
紙
は
、
後
補
の
も
の
で
、
江
戸
時
代
、
延
享
三
年
（
一
七

四
六
）
頃
に
、
賢
賀
の
命
に
よ
っ
て
某
人
が
付
し
た
も
の
と
思
し
く
、
外
題

「
大

盧
遮
那
広
大
成
就
儀
軌
下

」
は
、
賢
賀
の
筆
に
よ
る
。
保
存
状
態
は
、
賢

賀
の
修
補
の
後
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
虫
損
が
進
み
、
こ
の
類
の
訓
点
資
料
と
し

て
は
、
加
点
さ
れ
た
仮
名
の
多
い
良
質
の
点
本
と
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
判

読
し
が
た
い
個
所
も
多
く
存
す
る
。

本
資
料
は
、
四
種
の
胎
蔵
儀
軌
の
内
、
法
全
の
玄
法
寺
儀
軌
（
以
下
、
玄
法

寺
儀
軌
と
称
す
る
）
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
。
玄
法
寺
儀
軌
は
、
平
安
時
代
を

通
じ
て
、
真
言
両
流
、
天
台
両
派
と
も
に
、
広
く
読
ま
れ
た
儀
軌
で
、
現
存
の

訓
点
資
料
数
も
多
い
。

本
資
料
に
は
、
奥
書
が
存
し
て
、
以
下
通
り
で
あ
る
。

（
奥
書
）

「
康
平
二
年
（
一
〇
五
九
）
二
月
廿
九
日
奉
隨
別
處
阿
闍
梨

奉
始
讀
之
」

「
同
年
三
月
六
日
奉
讀
之
了

（
コ
ノ
下
ニ
朱
書

擦
消
）

「
此
□
經
（
？
）
ハ

以
□
□
房
御
本
﹇

﹈」」

「
延
久
二
年
（
一
〇
七
〇
）
二
月
廿
九
日
奉
從
於
實
相
房

奉
讀
從○

布
字

八
印
已
下
悲
愍
而
救
護
已
上
已
了

僧
覺
□
記

　
（
意
力
）
　

之
」

「
持
珠
當
心
已
下
ハ

延
久
二
年
八
月
八
日
奉
從○

別
處
奉
讀
之

了
」

「
延
享
第
三
丙
寅
歳
（
一
七
四
六
）
五
月
十
六
日
令

修
復
了

僧
正
賢
賀

」

こ
の
玄
法
寺
儀
軌
に
は
、
五
種
の
訓
点
が
認
め
ら
れ
る
。
第
一
種
の
朱
点
は
、

仮
名
、
ヲ
コ
ト
点
（
西
墓
点
）
で
、
奥
書
に
対
応
し
た
康
平
二
年
（
一
〇
五
九
）

加
点
の
薄
い
朱
点
で
あ
る
。
第
二
種
の
朱
点
は
、
こ
の
第
一
種
の
朱
点
を
な
ぞ

春
　
秋

六
十
三

（
別
筆
）

（
朱
書
追
筆
三
）

（
朱
書
追
筆
二
）

廿
三
也
（
擦
消
）

但
布
字
八
印
未
奉
讀
之

同
學
信
齊

（
朱
書
追
筆
一
）

（
朱
書
）

二
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っ
た
、
濃
い
朱
点
で
、
そ
の
後
に
第
三
種
の
朱
点
と
し
て
延
久
二
年
の
奥
書
に

対
応
す
る
と
認
め
ら
れ
る
朱
点
が
加
点
さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
第
三
種
朱
点
は
、
仮
名
の
他
、
ヲ
コ
ト
点
（
西
墓
点
）
を
用
い
て
加
点
さ

れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
他
、
墨
点
が
二
種
存
し
て
い
る
。
第
一

種
の
墨
点
は
、
平
安
後
期
と
思
し
き
も
の
で
、
仮
名
点
を
加
え
た
も
の
、
第
二

種
の
墨
点
は
、
院
政
期
加
点
と
思
し
き
仮
名
点
で
あ
る
。

奥
書
の
「
別
處
阿
闍
梨
」「
別
處
」
は
、
未
勘
で
あ
る
が
、「
實
相
房
」
は
、

天
台
宗
寺
門
派
の

豪
の
謂
い
で
あ
り
、「
覺
意
」
も
、
内
閣
文
庫
蔵
三
井
寺

潅
頂
脉
譜
に
見
え
る
僧
で
あ
る
。
ヲ
コ
ト
点
も
、
西
墓
点
と
い
う
天
台
宗
寺
門

派
所
用
の
も
の
を
使
用
し
て
お
り
、
本
儀
軌
は
、
平
安
時
代
十
一
世
紀
、
十
二

世
紀
頃
の
天
台
宗
寺
門
派
の
訓
読
を
伝
え
た
玄
法
寺
儀
軌
と
見
て
差
し
支
え
な

い
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
奥
書
に
従
え
ば
、
覚
意
は
、
康
平
二
年
二
月
二
十
九
日

に
、
別
處
阿
闍
梨
に
従
っ
て
、
読
み
始
め
、
康
平
三
年
三
月
六
日
に
読
み
終
わ

っ
て
い
る
が
、「
布
字
八
印
」
は
、
未
読
で
あ
っ
た
。
擦
消
の
部
分
が
問
題
で

あ
る
が
、「
□
經
」
と
し
た
部
分
は
、「
墨
點
」
と
も
見
え
る
。「
墨
點
」
な
ら

ば
、
本
儀
軌
に
加
点
さ
れ
た
墨
点
の
素
性
に
関
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、「
□
□
房
」
の
部
分
が
解
析
不
十
分
で
誰
の
本
を
指
し
た
も
の
か
が
不
明

で
あ
る
が
、朱
点
の
系
統
と
は
異
な
っ
た
別
本
か
ら
の
移
点
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

延
久
二
年
二
月
二
十
九
日
に
は
、
実
相
房

豪
に
従
っ
て
、「
布
字
八
印
」
か

ら
「
悲
愍
而
救
護
」
ま
で
の
部
分
を
読
み
終
わ
っ
て
、
延
久
二
年
八
月
八
日
に

は
、
ま
た
、
別
處
阿
闍
梨
に
従
い
、「
持
珠
當
心
上
」
以
下
の
部
分
を
読
ん
で

い
る
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
天
台
宗
寺
門
派
の
訓
読
を
伝
え
た
も
の

で
あ
ろ
う
が
、
伝
授
が
少
な
く
と
も
三
度
に
亙
る
よ
う
で
、
内
実
が
、
一
様
か

ど
う
か
が
問
題
と
な
る
。
他
の
天
台
宗
寺
門
派
の
訓
読
を
伝
え
る
玄
法
寺
儀
軌

と
比
べ
る
と
、
内
実
は
、
複
層
的
で
あ
る
よ
う
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

具
体
的
な
実
証
は
、
次
節
以
降
に
詳
述
す
る
こ
と
と
す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

平
安
後
半
期
に
お
い
て
行
わ
れ
た
天
台
宗
寺
門
派
の
玄
法
寺
儀
軌
の
一
つ
の
実

態
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い
が
な
い
。

本
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
は
、
以
下
の
用
例
に
よ
っ
て
、
知
ら
れ
る
資

料
で
あ
る
（
３
）
。

１
、
頂
戴
し
て
珠
を
掌(

訓)

の
内う(

ち)(

返)

に
ワ(

上)

カ(

上
濁)盤ネ(

平)

テ(

上)

（
以
下
、
朱
点
に

は
何
も
付
さ
ず
、
墨
点
は
「

」
で
表
示
す
る
。
以
下
同
じ
。）

と
し
た
、
朱
声
点
付
き
和
訓
が
存
す
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
他
、

２
、
虎(

訓)

の
皮(

訓)

の
裙
あ

　
モ
「
去
」
　

り
。

３
、
右
に
は
劔
を
　
下
（
し
）も
に
は
羂
索
、
棒ハ
ウ
「
上
濁
」
、
及
（
ひ
）
三
股
の

叉

を

ヒ
「
上
」
シ
「
上
」

４
、
惠
の
手
も
て
指(

訓)

の
　
峯
　
（

　
サ
「
上
」
キ
「
上
」
　

に
）「
ア
ツ聚ア

つメ
テ
」
（
め
）
て

５
、
妃(

音)

后(

音)

左
右
（
に
）
サ
「
上
」侍フ
「
上
濁
」

ら
へ
り
。

な
ど
の
和
訓
の
仮
名
に
、
墨
声
点
が
振
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

６
、
ア(

平)

ラ口藍 (

平)

ム(

去)(

上)

口落
（
入
輕
）
八

な
ど
、
朱
の
声
点
も
存
す
る
一
方
、

７
、
チ底「チ

「
上
」

（
上
濁)

ー
ヤ

也ヤ「
上
」」

、

な
ど
、
陀
羅
尼
の
仮
名
に
も
、
墨
声
点
の
加
点
が
存
す
る
こ
と
で
著
名
な
資
料

で
あ
る
。

「
上
」

二
合

三
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二
、
東
寺
観
智
院
蔵
大

盧
遮
那
広
大
成
就
儀
軌
の
訓
読
と
東
京

大
学
国
語
研
究
室
蔵
大

盧
遮
那
広
大
成
就
儀
軌
の
訓
読

右
の
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
と
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
玄
法
寺
儀
軌

巻
下
（
第
230
柵
第
３
号
２
）
の
訓
読
語
を
比
較
し
て
み
る
。
東
京
大
学
国
語
研

究
室
蔵
玄
法
寺
儀
軌
巻
下
に
は
、
以
下
の
奥
書
が
存
し
て
い
る
。

（
奥
書
）
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
丙丑

卯
月
廿
日
伽
佐
郡
於
丹
州
普
甲
寺
書
了

同
年
五
月
廿
一
日
三
井

平
等

﹇
×
法
輪
﹈
院
流
壽
光
房
（
朱
）「
ニ
テ
」

從
御
口

御
本
賜
受
了
卯
月
○

十
六

　
（
朱
）
「
十
三
四
五
」
　
日
受
了
　
　
覺五十

一辨

と
あ
る
資
料
で
あ
る
。「
壽
光
院
」「
覺
辨
」
と
も
に
未
勘
で
あ
る
が
、
ヲ
コ
ト

点
法
よ
り
、
院
政
最
末
期
の
天
台
宗
寺
門
派
の
資
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

既
に
、
旧
稿
に
て
、
比
較
の
概
要
を
示
し
た
こ
と
が
あ
る
（
４
）
。
こ
の
東
京
大
学

国
語
研
究
室
玄
法
寺
儀
軌
巻
下
と
東
寺
観
智
院
蔵
巻
下
と
の
訓
読
を
比
較
し
て

み
る
と
、
以
下
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。

８
、
内
ー

心
に
蓮
華
ヲ
敷シ

ケ
﹇
イ
、

蓮
華「

ヒ
ラ
」
敷
「
ケ
タ
リ
」﹈。（
東
寺
観
智
院
蔵

玄
法
寺
儀
軌
）

内
ー

心
に
蓮
ー

花
敷ヒ
ラ

ケ
た
り（

東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

の
如
き
例
が
存
し
て
、
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
本
の
訓
読
は
、
東
寺
観
智
院

蔵
本
に
お
け
る
墨
書
の
訓
読
に
一
致
す
る
。
東
寺
観
智
院
蔵
本
に
存
す
る
墨
点

に
注
目
し
て
、
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
本
の
訓
読
と
比
較
を
す
れ
ば
、

９
、
先き

の
佛(

訓)

、
説
（
き
）
た
ま
は
く
　
是
れ
汝
か
勤
勇ユ
ウ(

去)

の
曼
荼
羅
な

り
と
﹇
イ
、

先
（
の
）
佛
「
ノ
」
説(

音)

（
な
り
）。
是
（
れ
）
汝
（
か
）

勤
「
去
濁
」

勇
「
平
」（
の
）
曼
荼
羅
「
ナ
リ
」﹈

（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

先サ
キ

の
佛(

訓)

の
説(

音)

（
な
り
）。
是
れ
汝ち

か
勤(

去
濁)

勇(

平)

の
曼
荼
羅
な

り
。

（
東
京
大
学
国
語
研
究
室
玄
法
寺
儀
軌
）

10
、
次
の
東
の
第
一
に
（
中
略
）
忿
怒
月
厭
菩
薩
上

を
布
け
﹇
イ
、

次「
ツ
」「
イ

テ
ニ
」
東(

訓)

「
ヨ
リ
」
第
一
「
ニ
ハ
」（
中
略
）
忿
怒
月
厭
菩
薩
「
上
」

（
を
）
布

「
シ
」「

下
」
「
ケ
」﹈

（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

次ツ

イ
テ
に
東(

訓)

よ？

り
第
ー

一
に
は
（
中
略
）
忿
怒
月
厭
菩
薩
一

を
怖シ

二

ケ
。

（
東
京
大
学
国
語
研
究
室
玄
法
寺
儀
軌
）

11
、
金
剛
牙ケ

(

上
濁)

﹇
イ
、

牙
「
去
濁
」

﹈
菩
薩

（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

金
剛
牙(

去
濁)

菩
薩

（
東
京
大
学
国
語
研
究
室
玄
法
寺
儀
軌
）

12
、
千
の
手
﹇
イ
、

手
「
訓
」
﹈
に
各
（
の
）
金
剛
の
諸
の
器
杖(

上)

（
を
）
標ト

リ
持ト

レ
リ
﹇
イ
、

「
ト
」
標
「
リ
」「

モ
」
持
「
タ
リ
」﹈。

（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

千
の
手(

訓)

に
各(

訓)

の
金
剛
の
諸
の
器(

去)

杖(

上)

一

ヲ
標ト
二

リ
持モ
三

タ
リ

（
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

13
、
諸
の
衆
生(

返)

の
爲
の
故
な
り
﹇
イ
、

故
「
ニ
セ
リ
」﹈。

（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

諸
の
衆
生(

返)

の
爲
の
故
に
セ
リ
、

（
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

14
、
周
匝
し
て
皆
黄(

去)

ー

暉(

平)

な
り
。﹇
イ
、

黄「
キ
」「

ナ
ル
」
暉
「

　
「
ヒ
カ
リ
」
　ア

リ
」。﹈

四



広島大学大学院文学研究科論集　第68号73

（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

周
ー

匝
し
て
皆な

黄(

訓)

な
る
暉　
り(

訓)

あ
り
。

（
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

な
ど
の
例
の
よ
う
に
、
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
玄
法
寺
儀
軌
の
訓
読
は
、
概

ね
、
巻
頭
よ
り
、
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
の
墨
点
の
訓
読
と
符
合
し
て
推

移
す
る
。

加
点
の
粗
密
が
あ
る
が
、
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
（
尾
題
込
、
全
五
四

二
行
）
の
三
六
四
行
目
相
当
の
部
分
の

15
、
風
　
空
輪
の
上(

返)

に
絞マ
ツ

フ
﹇
イ
、「

マ
ツ
」
絞
「
ヘ
」﹈

（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

風
　
空
輪
の
上
に
絞
ヘ
。（
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

を
最
後
に
、
以
下
、
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
に
お
い
て
は
、
墨
点
の
加
点

が
、
極
端
に
少
な
く
な
り
、
以
降
、
異
同
の
確
例
は
、

16
、
礫(

入)

石(

入)

衆(

去)

寶(

平)

を
等(

音)

す
﹇
イ
、

等
「

「
ヒ
ト
」
　
　

シ
ク
」
す
﹈。

（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

礫
石
衆
寶
を
等
く
（
す
）。（

東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

の
一
例
の
み
で
あ
る
。
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
に
は
、
三
六
四
行
以
降
の

陀
羅
尼
に
お
い
て
、
朱
墨
の
異
同
が
並
記
さ
れ
た
箇
所
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
の
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
玄
法
寺
儀
軌
と
の
比
較
は
、
東
京
大
学
国
語

研
究
室
蔵
玄
法
寺
儀
軌
に
お
い
て
の
陀
羅
尼
の
加
点
状
況
か
ら
、
困
難
で
あ

る
。

漢
文
部
分
に
つ
い
て
、
右
の
例
16
の
箇
所
以
降
に
、
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺

儀
軌
に
は
、

17
、
遍
照
（
平
濁
）

の
眞
言
に
曰
は

　

の
た
ま

　

く
﹇
イ
、「

イ
」
曰
「
ハ
ク
」﹈。

（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

の
朱
点
、
墨
点
の
並
記
例
が
存
す
る
が
、
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
玄
法
寺
儀

軌
の
同
文
箇
所
に
は
、
加
点
が
な
い
。

以
上
の
状
況
か
ら
、
院
政
期
最
末
期
の
加
点
で
あ
る
東
京
大
学
国
語
研
究
室

蔵
玄
法
寺
儀
軌
の
訓
読
語
は
、
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
に
お
け
る
墨
点
系

統
の
訓
読
を
伝
承
し
た
も
の
で
あ
る
と
認
め
て
、
大
過
な
い
の
で
は
無
か
ろ
う

か
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
前
述
の
ご
と
く
、
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌

に
お
い
て
、
前
半
に
は
、
墨
点
の
加
点
が
厚
い
も
の
の
、
後
半
部
分
に
、
墨
点

の
書
入
が
少
な
い
状
況
が
認
め
ら
れ
て
、
こ
の
点
が
問
題
と
な
る
。
旧
稿
に
お

い
て
は
、
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
を
一
つ
の
資
料
体
と
し
て
、
同
一
質
の

漢
文
訓
読
語
が
現
れ
た
資
料
と
位
置
づ
け
分
析
を
行
っ
た
が
、
墨
点
の
粗
密
の

点
か
ら
だ
け
で
も
、
こ
の
前
提
に
問
題
が
残
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
第
四

節
に
お
い
て
詳
述
し
た
い
。

三
、
平
安
後
期
の
天
台
宗
寺
門
派
に
お
け
る
大

盧
遮
那
広
大
成

就
儀
の
異
系
統
の
漢
文
訓
読
語
の
並
存

平
安
後
半
期
の
西
墓
点
加
点
の
玄
法
寺
儀
軌
の
訓
点
資
料
と
し
て
は
、
石
山

寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
久
安
四
年
（
一
一
四
八
）
墨
点
、
院
政
期
緑
青
点
（
校
倉
第

九
箱
第
６
号
）
と
随
心
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
承
暦
二
年
（
一
〇
七
八
）
点
（
第
二

五
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函
第
３
号
）
と
が
存
す
る
が
、
こ
の
両
本
と
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
の
訓

読
の
具
体
例
を
一
部
を
対
照
す
れ
ば
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

旧
稿
に
、
異
同
の
概
数
を
掲
げ
た
が
、
具
体
的
な
訓
読
文
に
お
け
る
異
同
例

は
、

18
、
是
の
中
に
し
（
て
）﹇
イ
、「

ナ
カ
」
中
「
ノ
」﹈
鉢(

去)

頭(

上)

摩(

平)

あ
り

（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

是
ノ
中
に
鉢
頭
摩サ

ケ
リ
﹇
イ
、

ヒ
ラ摩
ケ
リ
﹈

（
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
墨
点
）

是
（
の
）
中
の
鉢
に
頭
摩
（
せ
）
は

（
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
緑
青
点
）

19
、
阿

(

上)

の
ワ
ラ笑

フ
聲(

訓)

な
り

（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

阿(

上)
(

上)
(

上)

し
て
笑
ふ
聲
す
（
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
墨
点
）

阿(

去)
(

上)
(

上)

笑
（
ふ
）
聲
あ
り（

石
山
寺
玄
法
寺
儀
軌
・
緑
青
点
）

20
、
手
「
訓
」

に
檀
「
去
濁
」

拏タ

(

上
濁)

の
印
を
持
し
て（

東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

手
に
檀
拏
ノ
印
を
持（
と
）

れ
り
。

（
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
墨
点
）

手
に
檀(

上
濁)

拏(

上
濁)

印
を
持
（
た
）
し
め
（
よ
）。

（
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
緑
青
点
）

の
如
く
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
出
入
り
が
存
す
る
。

ま
た
、
随
心
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
と
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
と
を
比
較
す

れ
ば
、

21
、
内
ー

心
に
蓮
華
ヲ
敷シ

ケ
﹇
イ
、

蓮
華「
ヒ
ラ
」
敷
「
ケ
タ
リ
」﹈。

（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

内
ー

心
に
蓮
花
敷サ

ケ
リ
。（
随
心
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

22
、
頻ヒ
ン(

平)

眉「
ミ
」
に
し
て
笑(

去)

怒(

上)

の
容カ
ヲ

な
り

（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

眉(

上)

「
ヲ
」「
ヒ
ソ頻
メ
」メ
、
笑
ー

怒
の
容カ
タ
チな

り
。

（
随
心
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

23
、
普
花
は
風
火
差ア
サ

ヘ
ヨ
。

（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

普
花
は
風
と
火
と

「
タ
カ差
ヒ
」

ヒ
ニ
（
せ
）
よ
。（

随
心
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

な
ど
の
例
が
あ
っ
て
、
こ
の
二
資
料
間
に
も
、
出
入
り
が
存
す
る
。

こ
れ
ら
の
現
象
を
観
察
す
る
時
、
平
安
時
代
後
半
期
に
、
玄
法
寺
儀
軌
の
西

墓
点
資
料
に
お
い
て
、
複
数
の
訓
読
の
系
列
が
あ
っ
た
と
見
な
く
て
は
な
る
ま

い
。
稿
者
は
、
金
剛
界
儀
軌
を
取
り
上
げ
て
、
寺
門
派
の
複
数
並
存
し
た
平
安

中
期
末
、
平
安
後
期
初
の
訓
読
の
内
、
慶
祚
の
系
統
の
訓
読
が
、
部
分
的
な
変

化
は
遂
げ
つ
つ
も
、
伝
承
性
強
く
後
世
に
伝
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
論
じ

た
こ
と
が
あ
る
（
５
）
。
こ
の
実
態
は
、
金
剛
界
儀
軌
の
場
合
に
述
べ
た
如
く
、
玄
法

寺
儀
軌
の
場
合
に
、
平
安
後
期
に
並
存
し
た
い
く
つ
か
の
訓
読
で
、
後
に
伝
承

的
性
格
を
帯
び
て
伝
え
ら
れ
た
訓
読
が
有
っ
た
も
の
の
よ
う
に
認
め
ら
れ
る
。

即
座
に
は
、
龍
雲
房
慶
祚
の
系
統
の
も
の
で
あ
る
か
否
か
の
実
証
は
で
き
な
い

も
の
の
、
一
系
統
の
訓
読
が
院
政
最
末
期
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
事
実
と
符
合
す

る
も
の
と
認
め
て
矛
盾
は
な
い
。

六
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右
の
玄
法
寺
儀
軌
の
資
料
を
比
較
す
る
に
、
特
徴
的
に
は
、
例
え
ば
、
西
墓

点
特
有
の
濁
音
声
点
「
△
」
が
出
現
す
る
の
は
、
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌

の
み
で
あ
っ
て
、
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
に
は
、「
△
」
の
濁
声
点
は
使
用
さ

れ
な
い
し
、
随
心
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
に
も
「
△
」
の
使
用
例
が
な
い
。
ま
た
、

随
心
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
に
は
、
他
の
西
墓
点
資
料
に
は
見
ら
れ
な
い
、
注
音
方

式
（
漢
字
音
の
頭
子
音
の
清
濁
を
区
別
す
る
も
の
）
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
て
、
こ
れ
ら
の
資
料
が
、
同
一
系
統
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
平
安
後
半
期
に
も
、
活
発
な
注
釈
・
読
解
活
動
に
基

づ
く
下
点
が
な
さ
れ
て
い
た
と
認
め
ら
れ
、
天
台
宗
寺
門
派
の
玄
法
寺
儀
軌
に

つ
い
て
は
、
平
安
後
半
期
、
伝
承
的
性
格
が
生
じ
る
と
共
に
、
祖
点
と
言
う
べ

き
下
点
も
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。

た
だ
、
右
の
様
相
が
示
す
事
情
が
今
ひ
と
つ
明
確
で
は
な
い
。
資
料
資
料
の

成
立
事
情
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
奥
書
等
に
手
懸
か
り
が
乏
し
く
、
状
況
を
具
体
的
に
捉
え
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
の
如
く
、
宝
幢
院
点
加
点
資
料
に
、
西
墓

点
の
加
点
が
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
寺
門
派
の
系
統
の
訓
読
が
、
比
叡
山
上

で
も
行
わ
れ
て
い
た
と
み
る
余
地
が
あ
る
（
６
）
し
、
三
井
寺
に
お
い
て
も
、
複
数
の

訓
読
の
生
成
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
今
は
、
平
安
後
半
期
に
、
西
墓
点
資

料
の
玄
法
寺
儀
軌
の
訓
読
に
、
種
々
の
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
が
並
存
し
て

い
た
と
い
う
実
態
の
み
を
記
述
、
指
摘
す
る
こ
と
と
す
る
。

四
、
東
寺
観
智
院
蔵
大

盧
遮
那
広
大
成
就
儀
軌
康
平
二
年
点
本

に
お
け
る
訓
読
語
の
重
層

東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
に
お
け
る
、
朱
点
に
対
す
る
異
訓
で
あ
る
墨
点

の
記
載
状
況
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
は
先
に
触
れ
た
所
で
あ
る
。
東
寺
観
智
院

蔵
玄
法
寺
儀
軌
に
お
い
て
は
、
そ
の
前
半
部
分
に
、

々
現
れ
る
、
墨
訓
に
よ

る
異
訓
並
記
例
が
、
三
六
四
行
目
を
境
に
、
後
半
に
は
、
極
め
て
少
な
く
な
る

と
い
う
状
況
が
あ
る
。
こ
れ
と
、
ぴ
た
り
と
一
致
す
る
訳
で
は
な
い
が
、
今
、

奥
書
の
伝
授
の
状
況
に
従
っ
て
、
巻
初
よ
り
「
普
世
明
妃
真
言
」
末
の

「
娑

二合

賀
」（
四
〇
五
行
目
）
ま
で
と
、「
爾
時
薄
伽
梵
」（
四
〇
六
行
目
）
か

ら
「
悲
愍
而
救
護
」（
五
一
二
行
目
）
ま
で
、「
持
珠
當
心
上
」（
五
一
三
行
目
）

以
降
、
巻
末
ま
で
の
三
部
に
分
か
っ
て
、
そ
の
部
分
部
分
に
現
れ
る
言
語
事
象

を
観
察
し
て
み
た
い
。
最
初
の
部
分
は
、
奥
書
と
の
対
応
か
ら
、
康
平
二
年

（
一
〇
五
九
）
に
、
別
處
阿
闍
梨
か
ら
伝
授
を
受
け
た
部
分
で
あ
る
。
第
二
の

中
程
の
部
分
は
、
延
久
二
年
（
一
〇
七
〇
）
に
実
相
房
頼
豪
か
ら
伝
授
を
受
け

た
部
分
で
あ
り
、
最
後
の
三
〇
行
ほ
ど
は
、
ま
た
、
別
處
阿
闍
梨
に
従
っ
て
伝

授
を
受
け
た
部
分
で
あ
る
。

以
下
、
特
徴
的
訓
法
を
取
り
上
げ
て
、
各
部
分
の
比
較
を
行
っ
て
み
る
。
最

初
は
、
並
列
の
助
詞
「
と
」
の
出
現
状
況
で
あ
る
。
最
初
の
部
分
に
は
、
並
列

の
助
詞
「
と
」
の
読
添
え
が
見
え
な
い
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

24
、
外
に
叉
へ
て
拳(

返)

（
に
）
作つ

（
り
）
て
檀
惠
直
く
竪
て
て
手
に
少
分

を
交
へ
ヨ
。
進
力
頭
圓

ハ
シ
マ
ト
カ
に
し
て
忍
願
竪
て
て
相
ひ
合(

訓)

せ
よ
。

七
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（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

と
あ
る
部
分
に
対
し
て
、
他
本
の
内
、
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
の
墨
点
で
は
、

外
に
叉
（
へ
）
て
拳(

返)

に
作
（
り
）
て
檀
と
惠
と
直
く
竪
て
て
互
に

少
分
を
交
（
へ
）
ヨ
。
進
と
力
と
頭
圓
に
し
て
忍
と
願
と
竪
て
て
相

（
ひ
）
合
（
せ
）
ヨ

（
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
墨
点
）

と
訓
読
す
る
。
右
は
、
印
契
法
に
関
す
る
結
印
に
お
け
る
手
指
の
列
挙
部
分
で
、

こ
う
し
た
身
体
部
位
の
並
列
に
つ
い
て
は
、
右
の
如
く
で
、
例
外
が
認
め
ら
れ

な
い
。
同
様
の
例
は
、

々
現
れ
て
、

25
、
發
生
金
剛
部
　
金
剛
鉤(
平)

菩
薩
　
手
持
金
剛
菩
薩
　
金
剛
薩

菩
薩

持
金
剛
フ
ウ峰
（
平
濁
）

菩
薩
　
金
剛
拳(

上)

菩
薩
　
忿
怒
月

菩
薩
上
「
上
」

を

「
シ
ケ
」

怖
「
下
」

け

（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

に
対
し
て
、發

生
金
剛
部
と
金
剛
鉤
菩
薩
と
手
持
金
剛
菩
薩
と
金
剛
薩

菩
薩
と

持
金
剛
峰
菩
薩
と
金
剛
拳
菩
薩
と
忿
怒
月

菩
薩
と
を
布
ケ
﹇
イ
、

布

ケ
リ
﹈。（
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
墨
点
﹇
緑
青
点
も
助
詞
「
と
」

の
出
現
は
墨
点
に
同
じ
﹈）

の
如
く
で
あ
る
。
右
、
例
25
は
、
菩
薩
の
列
挙
例
で
、
か
か
る
例
に
は
、
例
外

も
存
し
て
、

26
、
婆(

去
濁)

藪ソ

(

上)

仙
と
仙
の
妃
と
阿(

去)

詣ケ
イ

「
上
」

羅
と
瞿ク

(

去)

曇ト
ム

と
﹇
及
﹈

ヒ
「
去
濁
」(

上
濁)

哩リ(

上)

瞿ク(

上)

仙
と
あ
り
。

（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

波
藪
仙
と
仙
ノ
妃
と
阿
詣
羅
と
瞿
曇
と
﹇
及
﹈

哩
瞿
仙
と
あ
り
。

（
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
墨
点
﹇
緑
青
点
も
墨
点
と
同
様
に
、
並

列
の
助
詞
「
と
」
の
読
添
え
が
あ
る
﹈）

の
如
く
、
仙
の
列
挙
部
分
、
ま
た
、
天
、
龍
王
の
列
挙
部
分
な
ど
に
は
、
並
列

の
助
詞
「
と
」
の
出
現
が
認
め
ら
れ
、
先
の
例
25
の
場
合
と
並
存
し
て
、
訓
読

法
の
揺
れ
を
示
し
て
い
る
。

「
與
」
字
に
関
す
る
構
文
の
訓
読
も
、

27
、
風
輪
、
火(

返)

與
倶
「
訓
」

な
り
。

（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

風
輪
と
﹇
與
﹈
火
と
倶
な
り
。

（
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
墨
点
）

の
如
く
で
あ
っ
て
、
先
に
分
か
っ
た
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
の
最
初
の
部

分
で
は
、
並
列
の
助
詞
「
と
」
の
読
添
え
が
な
い
。

し
か
し
、
中
程
の
「
爾
時
薄
伽
梵
」
以
降
の
部
分
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
転

ず
る
。28

、
眉
間
と
咽(

訓)

と
心(

訓)

と
齊ホ
ソ

ト
ニ

（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

眉
間
と
咽
と
心
と
齊
と
に
（
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
墨
点
﹇
緑
青

点
に
お
い
て
も
、
並
列
の
助
詞
「
と
」
の
出
現
状
況
は
、
墨
点
に
等

し
い
﹈）

29
、
初
と
行
と
果
と
圓(

去)

寂
と
な
り
。

（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

初
と
行
と
果
と
圓
寂
と
ノ
と
き
に
﹇
緑
青

点
　

、
圓
寂
と
な
り
。﹈

（
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

30
、
風
と
火
と
の
輪(

返)

を
和
合
し
て

（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

風
と
火
と
ノ
輪(

返)

を
和
合
し
て
（
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
墨
点

﹇
緑
青
点
も
並
列
の
助
詞
「
と
」
の
現
れ
方
は
等
し
い
﹈）

東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
中
程
部
分
に
お
い
て
は
、
右
三
例
の
よ
う
に
、

八



広島大学大学院文学研究科論集　第68号77

並
列
助
詞
を
読
添
え
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
た
だ
し
、
以
下
の
例
の
如
き
も
の

も
存
し
て
例
外
に
属
す
る
訓
読
法
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
例
外
は
、
以
下
に
示

す
よ
う
に
、
文
脈
解
釈
が
揺
れ
、
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
で
は
、
異
読
の
存
す

る
部
分
で
あ
る
。

31
、
礫(
入)

石(

入)

衆(

去)

寶(

平)

を
等(

　
「
ヒ
ト
」
音)

「
シ
ク
」
す
。

（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

礫
と
﹇
緑
青
点
　

、
礫
ヲ
﹈
石
と
衆
寶
と
を
﹇
緑
青
点
　

、
衆
寶
ニ
﹈
等
（
し
く
）

せ
よ
。

（
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

三
分
割
の
最
後
の
部
分
は
、
言
語
量
が
少
な
く
、
体
言
の
並
列
構
文
が
認
め

が
た
く
て
、
訓
読
法
は
帰
納
で
き
な
い
。

以
上
の
並
列
の
助
詞
「
と
」
の
出
現
は
、
最
初
の
部
分
に
お
い
て
は
、
例
外

が
あ
っ
て
揺
れ
は
す
る
も
の
の
、
読
添
え
な
い
の
が
普
通
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に

続
く
本
文
中
間
の
部
分
で
は
、
普
通
に
読
添
え
ら
れ
て
訓
読
法
上
の
対
立
を
示

し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。

今
ひ
と
つ
の
事
例
と
し
て
、
助
字
の
訓
読
法
を
掲
げ
て
み
る
。「
而
」
字
の

訓
読
は
、
本
文
最
初
の
部
分
に
お
い
て
は
、
次
に
示
し
た
如
く
で
あ
る
。

32
、﹇
於
﹈
劫

(

去)

の
火(

訓)
(

返)

に
同
「
訓
」「
シ
」
し
て
﹇
而
﹈
三
角
の
形
「
訓
」

を
作
く

れ
。

（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

﹇
於
﹈
劫

ノ
火
に
同
せ
り
。
而
し
て
三
角
ノ
形
を
作(

訓)

（
れ
り
）

﹇
イ
、

作
せ
り
﹈（
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
墨
点
﹇
緑
青
点
も
「
而
」

を
文
頭
で
「
而
て
」
と
訓
読
す
る
﹈）

右
の
例
は
、
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
の
訓
読
と
比
較
す
る
と
、
句
読
に
違
い
の

あ
る
例
で
あ
る
。
文
頭
の
例
と
し
て
は
、

33
、
而
も
﹇
イ
、

而
「
シ
テ
」﹈
黒
蓮
の
上　
ヘ

に
在
り
。

（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

而
し
て
黒
き
蓮
ノ
上
に
在
リ
。（
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
墨
点

﹇
緑
青
点
「
而
（
し
）
て
」
と
訓
読
﹈）

の
例
が
認
め
ら
れ
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
の
朱
点
に
お
い
て
は
、
接
続
詞

「
シ
カ
モ
」
が
現
れ
る
。
文
中
の
例
で
も
、

34
、
一
目
に
し
て
而
も
諦
に
觀
せ
り
。

（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

一
目
（
に
し
て
）
而
し
て
諦
に
觀
せ
り
（
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・

墨
点
﹇
緑
青
点
も
「
而
」
の
訓
読
は
同
様
﹈）

35
、
専
ー

請
﹇
イ
、

専
「
訓
」
（
に
）
請
「
音
」
﹈
し
て
而
も
教
を
受
く
。

（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

専
請
し
て
﹇
而
﹈
教
を
受
く
。（
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
墨
点

﹇
緑
青
点
も
「
而
」
は
、
不
読
﹈）

36
、
更
互
に
し
て
而
も
相
ー

加
せ
よ
﹇
イ
、

相
「
ヒ
」
加
「
ク
ハ
」「

ヘ
ヨ
」﹈。

（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

更
互
に
し
て
﹇
而
﹈
相
（
ひ
）
加
（
へ
）
た
り
。（
石
山
寺
蔵
玄
法

寺
儀
軌
・
墨
点
﹇
緑
青
点
も
「
而
」
字
不
読
﹈）

と
あ
っ
て
、
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
の
訓
読
と
比
較
を
す
れ
ば
、
東
寺
観
智
院

蔵
玄
法
寺
儀
軌
朱
点
の
訓
読
語
の
特
徴
が
際
だ
つ
よ
う
に
見
え
る
。
ま
た
、
文

中
例
と
し
て
は
、

37
、
彼(

返)

に
住
し
て
﹇
而
﹈
法(

訓)

を
説
く
。

九
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（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

彼
カ
シ
コ(

返)

に
住
（
し
）
て
﹇
而
﹈
法
を
説
く
。（
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀

軌
・
墨
点
﹇
緑
青
点
も
「
而
」
の
訓
読
は
同
様
﹈）

38
、
九
執
は
二
羽
「
ウ
」(

上)

合
し
て
空
輪
竝
へ
て
﹇
而
﹈
申
へ
よ
。

（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

九
執
は
二
羽
合
（
し
）
て
空
輪
竝
（
へ
）
て
﹇
而
﹈
申
フ
。（
石
山

寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
墨
点
﹇
緑
青
点
も
「
而
」
字
不
読
﹈）

の
二
例
が
認
め
ら
れ
て
、
不
読
と
さ
れ
て
い
る
。

や
や
冗
長
に
な
っ
た
が
、
右
が
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
の
三
分
割
の
内

の
最
初
の
部
分
に
出
現
す
る
「
而
」
字
の
全
例
で
あ
る
。
用
例
数
が
必
ず
し
も

十
分
に
得
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
か
ら
帰
納
し
て
、「
而
」
字

の
訓
読
法
を
記
述
す
る
こ
と
は
慎
重
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
は
考
え
る
が
、

そ
の
訓
読
法
の
特
徴
は
、
文
頭
、
文
中
に
「
シ
カ
モ
」
訓
が
認
め
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

三
分
割
の
中
程
に
は
、
言
語
量
は
は
多
く
は
な
い
が
、
以
下
の
全
八
例
が
認

め
ら
れ
る
。

39
、
本
尊(

返)

を
知
り

ヲ
ハ已

て
本
尊
の
如
く
し
て
住
セ
ヨ
。
而
し
て
悉
地
を

得う

。

（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

本
尊(

返)

を
知
（
る
）
こ
と
已
ナ
ハ
本
尊(

返)

ノ
如
（
く
）
し
て
住
し
て

﹇
而
﹈
悉
地
を
得
む
。（
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
墨
点
﹇
緑
青
点
も

「
而
」
字
、
不
読
﹈）

40
、
而
し
て
順
反醇(

去
濁)

淨
の
水(

訓)

を
服
せ
よ
。

（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

﹇
而
﹈
順
六醇(

去)

淨
ノ
水
を
服
せ
よ
。

（
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
墨
点
﹇
緑
青
点
も
不
読
﹈）

右
の
二
例
は
、
句
読
が
異
な
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
文
頭
に
あ
っ
て
「
シ
カ
ウ

シ
テ
」
と
読
ま
れ
る
。

41
、
大
因
陀
羅(

返)

に
住
し
て
而
し
て
﹇
於
﹈
阿(

上)

字
を
觀
せ
よ
。

（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

大
因
陀
羅
に
住
せ
よ
。
﹇
而
﹈
﹇
於
﹈
阿
字
を
觀
（
し
）
て

（
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
墨
点
﹇
緑
青
点
も
不
読
﹈）

42
、
一
切
の
罪(

訓)

を
燒
ー

滅
し
て
而
し
て
身
語
意
を
生(

音)

す
。

（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

一
切
ノ
罪(

返)

を
燒
滅
（
し
）
て
﹇
而
﹈
身
語
意
を
生ナ

せ
。

（
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
墨
点
﹇
緑
青
点
も
不
読
﹈）

例
41
・
42
は
、
文
中
例
で
「
シ
カ
ウ
シ
テ
」
と
読
ま
れ
て
い
る
。

43
、
三
角
に
し
て
﹇
而
﹈
光(

訓)

を
具
せ
り
。（

東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

三
角
に
し
て
﹇
而
﹈
光
（
を
）
具
せ
り
。

（
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
墨
点
﹇
緑
青
点
も
不
読
﹈）

44
、
遠
く
住
し
て
﹇
而
﹈
礼
敬
し

（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

遠
（
く
）
住
し
て
﹇
而
﹈
礼
敬
す
。

（
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
墨
点
﹇
緑
青
点
も
不
読
﹈）

45
、
恭
敬
し
て
﹇
而
﹈
遠
ル

　
　
ト
ホ
サ
カ
　
　﹇

之
﹈。

（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

十
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恭
敬
し
て
﹇
而
﹈
之
を

遠

ラ

　
　
（
と
）
を
（
さ
）
か
　
　ム
。

（
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
墨
点
﹇
緑
青
点
も
不
読
﹈）

46
、
悲
愍
し
て
﹇
而
﹈
救
ー

護
と
せ
よ
。（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

悲
愍
し
て
﹇
而
﹈
救
護
（
せ
）
む
。

（
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
墨
点
﹇
緑
青
点
も
不
読
﹈）

例
43
以
下
は
、
い
ず
れ
も
文
中
例
で
不
読
の
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
八
例
に
は
、

「
シ
カ
ウ
シ
テ
」
訓
は
現
れ
る
も
の
の
、「
シ
カ
モ
」
訓
が
現
れ
な
い
。

三
分
割
最
後
の
部
分
は
、

47
、
現
前
に
﹇
而
﹈
摩
頂
す
。（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

現
前
（
に
）
﹇
而
﹈
摩
頂
す
。（
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
墨
点
﹇
緑

青
点
も
不
読
﹈）

48
、
菩
提
心(

返)

を
思
惟
し
て
﹇
而
﹈
薩

の
身(

音)

に
住
せ
よ
。

（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

菩
提
心(

返)

を
思
惟
し
て
﹇
而
﹈
薩

ノ
身
に
住
せ
よ
。

（
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
墨
点
﹇
緑
青
点
も
不
読
﹈）

の
二
例
が
現
れ
て
、
共
に
不
読
と
さ
れ
て
、
そ
の
特
徴
が
掴
め
な
い
。

以
上
の
「
而
」
字
の
訓
読
に
は
、
用
例
は
少
な
い
も
の
の
、
三
分
割
の
最
初

の
部
分
と
中
間
部
分
と
に
は
訓
読
傾
向
に
差
が
あ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
よ
う
。

い
ま
一
事
象
を
取
り
上
げ
る
。
こ
れ
も
用
例
数
が
多
い
わ
け
で
は
な
く
、
偶

然
性
の
支
配
す
る
と
こ
ろ
か
知
れ
な
い
が
、陀
羅
尼
の
例
を
取
り
上
げ
て
み
る
。

陀
羅
尼
に
お
い
て
は
、
陀
羅
尼
の
音
訳
字
に
、
諸
種
の
注
記
が
存
す
る
。
反
切

注
も
そ
の
内
の
一
つ
で
あ
る
が
、
他
に
、
声
調
を
記
し
た
も
の
が
あ
る
。
巻
頭

よ
り
三
分
割
の
最
初
の
部
分
の
陀
羅
尼
の
用
例
を
、
出
現
順
に
掲
げ
て
み
る
。

な
お
、
参
照
に
は
、
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
の
墨
点
を
掲
げ
る
。

49
、
賀(

上)

賀(

去)

賀
引

(

上)

、
サ弱

入（平
濁
）

（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

賀(

上)

賀(

去)

賀
引（
去
）

弱
入（入
）

﹇
イ
、

弱(

平)

﹈（
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
墨
点
）

50
、

(

上
濁)

日(

上)

（
上
）

二
合

素ソ
（
上
）
シ爾
入（
上
濁
）

（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

日

二合

、
素(

上)

シ爾
入（上
）

﹇
イ
、

ニ爾
﹈

（
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
墨
点
）

51
、
惹サ

入（上
濁
）

﹇
イ
、

惹
「
平
輕
」
﹈
娑

二合

賀

（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

惹
入（平
）

娑

二
合

賀

（
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
墨
点
）

52
、
ニ口涅(

平) 入　

﹇
イ
、

口涅
「
日
反
」「
入
」
﹈
素ソ

(

上)

娜タ

(

上
濁)

襄(

上)

、
（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

口涅ネ
入

﹇
イ
、

口涅テ
ル

﹈
素(

去)

、
娜
襄
、

（
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
墨
点
）

53
、
苫セ
ム(

去)

、
惹サ

入（上
濁
）

欲ユ

(

上)

、

（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

苫セ
ム

﹇
イ
、

サ
ム苫
﹈
惹
入

欲ユ

﹇
イ
、

ヨ欲
﹈、

（
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
墨
点
﹇
緑
青
点
は
「
惹(

上
濁)

﹈）

54
、

、
阿
上

(

平)

瑟シ

(

上)

﹇
イ
、「
主瑟反
」
﹈

(

半
音)

二合

尾(

上
濁)

ユ孕(

上)

二合

（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

、
阿
上

シ瑟(

上)
(

半
音)

二合

ヒ尾(

平)

ネ
イ孕(

上)

二合
（
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
墨
点
）

55
、
諾タ

(

平
濁)

乞(

上)

察サ

(

平)

二合

怛(

上)
(

上)

二
合上

ヒ

(

上
濁)

ー

藥ヤ

二合

、

（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

十
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諾ナ

﹇
イ
、

諾タ
﹈
乞
察
二合

、
怛

二
合上

藥
二合

、（
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・

墨
点
）

56
、
ニ

(

上)

寧
逸
反

ナ襄(

上)

ニ寧頁(

上)

去

曳(

上)

、

（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

チ

﹇
イ
、

ね
イ

﹈
寧
逸
反
　

、
襄
ナ寧頁
去

曳(

平)

、（
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
墨
点

﹇
緑
青
点
は
「
寧
頁
」
上
声
﹈）

右
の
例
で
全
例
で
あ
る
が
、
陀
羅
尼
本
文
割
書
の
声
調
注
記
と
合
致
す
る
朱
点

の
例
は
、
例
55
の
一
例
で
あ
る
。
ま
た
、
例
52
は
、
陀
羅
尼
に
対
す
る
割
り
注

は
、「
入
」
と
あ
っ
て
、
墨
点
は
、
入
声
で
あ
る
。

続
い
て
、
三
分
割
の
中
程
部
分
で
は
、
以
下
の
例
が
認
め
ら
れ
る
。

57
、

日
羅
二合

赤皮
ハ(

上
濁)

ク(

平)

入

（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

日
羅
二
合

赤皮

入

(

入)

（
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
墨
点
﹇
緑
青
点
は

「

」
字
、
平
濁
﹈）

東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
に
は
、
声
点
付
き
の
仮
名
加
点
が
あ
っ
て
、
韻
尾

は
「
ク
（
平
）」
と
な
っ
て
い
る
。
更
に
、
菩
提
心
真
言
が
掲
げ
ら
れ
る
前
に
、

七
句
三
十
三
字
が
あ
っ
て
、「
入
聲
呼
」
の
割
注
が
存
す
る
が
、
東
寺
観
智
院

蔵
玄
法
寺
儀
軌
に
は
、
い
ず
れ
に
も
仮
名
が
付
さ
れ
、
韻
尾
は
「
ク
」
表
記
と

な
っ
て
い
る
。

58
、
欠ケ
ム(

去)

、
阿
上

(

上)

、﹇
イ
、

阿
「
去
」
﹈、
「々
、」

（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

欠(

去)

、
阿
上

(

上)

、
阿(

去)

、

（
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
墨
点
）

59
、
阿
去

(

去)

吠ハ
イ(

上
濁)

娜タ

(

上
濁)

、

（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

阿
去

(

上)

吠(

去)

娜タ

(

上)

、

（
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
墨
点
）

60
、
薩(

上)

ル

(

上)
(

上)

二合

他(

平)

上引

阿
上

(

上)

阿
去

(

去)

暗(

去)

惡(

平
輕)

（
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
）

薩サ(

上)

ル

(

上)

二
合

(

上)

他
上引

、
阿
上

(

去)

阿
去

(

去)

暗(

去)

惡(

平
輕)

（
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
・
墨
点
）

右
の
如
く
の
例
が
存
す
る
。
こ
の
内
、
割
書
の
声
調
表
記
と
合
わ
な
い
例
は
、

例
60
の
「
他
」
の
み
で
あ
る
。
三
分
割
し
た
、
最
後
の
部
分
に
は
、
声
調
の
割

書
注
記
が
見
あ
た
ら
な
い
。

陀
羅
尼
に
お
け
る
以
上
の
用
例
に
よ
っ
て
、
最
初
の
部
分
（
布
字
八
印
に
至

る
ま
で
）
は
、
割
書
の
声
調
と
合
わ
な
い
例
が
頻
出
す
る
が
、
中
程
部
分
（
爾

時
薄
伽
梵
か
ら
悲
愍
而
救
護
ま
で
、
布
字
八
印
）
で
は
、
割
書
の
声
調
に
合
致

す
る
例
が
支
配
的
で
あ
る
。
こ
の
違
い
に
、
漢
文
訓
読
語
の
質
の
違
い
を
見
い

だ
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
、
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
中
の
特
に
朱
点
の
訓
読
に
つ
い
て
、
石

山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
の
墨
点
を
中
心
に
参
照
比
較
と
し
て
、
相
対
的
距
離
を
捉

え
て
見
た
が
、
そ
の
結
果
、
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
を
三
分
割
し
た
、
最

初
の
部
分
（
別
處
阿
闍
梨
の
伝
授
部
分
）
と
中
程
部
分
（
実
相
房
頼
豪
の
伝
授

部
分
、
布
字
八
印
）
の
訓
読
語
は
、
互
い
に
、
異
な
っ
た
訓
読
法
上
の
特
徴
を

示
す
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

か
か
る
状
況
は
、
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
の
訓
読
に
お
い
て
、
同
一
の

一
巻
の
別
々
の
箇
所
の
訓
読
法
に
、
統
一
性
が
な
く
、
異
な
っ
た
伝
授
に
従
っ

て
、
異
な
っ
た
訓
読
法
を
各
部
分
部
分
に
お
い
て
実
践
し
、
そ
れ
を
記
録
し
た

こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

十
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お
わ
り
に

以
上
、
寺
門
派
に
お
け
る
玄
法
寺
儀
軌
の
訓
点
資
料
を
取
り
上
げ
、
そ
の
資

料
が
内
包
す
る
言
語
の
複
層
性
の
問
題
を
検
討
し
て
き
た
。
こ
こ
に
取
り
上
げ

た
資
料
は
、
奥
書
に
よ
っ
て
、
複
層
の
可
能
性
の
予
見
と
実
際
の
解
析
が
可
能

な
資
料
で
あ
っ
た
。
そ
の
複
層
性
の
実
態
の
一
端
に
触
れ
た
が
、
問
題
は
、
こ

れ
ら
の
転
写
さ
れ
た
資
料
が
、
全
く
の
一
点
、
一
具
と
し
て
後
世
に
伝
わ
る
こ

と
に
あ
る
。
即
ち
、
あ
る
意
味
で
、
各
所
、
各
所
で
訓
読
語
が
同
一
基
盤
で
は

な
く
、
謂
わ
ば
、
訓
読
法
上
の
齟
齬
を
孕
ん
だ
ま
ま
、
存
在
し
、
伝
承
さ
れ
る

こ
と
で
あ
る
。
訓
点
資
料
の
資
料
的
価
値
を
い
か
に
評
価
す
る
か
は
、
色
々
な

角
度
か
ら
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
一
資
料
の
全
文
が
、
同
一
の
言
語
基
盤
に
立
た

な
い
も
の
が
存
す
る
こ
と
の
評
価
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
即
ち
、
訓
読
語

が
混
交
し
、
複
層
、
重
層
し
て
い
る
資
料
が
現
に
存
在
す
る
事
実
か
ら
の
評
価

が
必
要
で
あ
ろ
う
。

漢
籍
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
同
文
的
箇
所
の
比
較
か
ら
、
博
士
家
各
家
の
訓

読
語
の
様
相
が
論
じ
ら
れ
、
和
文
的
な
色
彩
を
持
つ
博
士
家
の
訓
読
語
、
訓
読

調
の
強
い
博
士
家
の
訓
読
語
な
ど
が
、
博
士
家
博
士
家
各
家
の
訓
読
法
の
特
徴

と
し
て
帰
納
さ
れ
て
い
る
（
７
）

。
仏
書
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
同
文
的
比
較
が
試
み

ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
宗
派
流
派
の
違
い
に
従
っ
た
、
明
確
な
様
相
と
し
て

の
訓
読
語
の
違
い
が
、
共
時
的
に
す
っ
き
り
し
た
形
で
整
理
さ
れ
、
示
さ
れ
て

来
な
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
。仏
家
に
お
け
る
宗
派
流
派
の
伝
承
性
の
強
弱
は
、

検
討
を
加
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
（
８
）
が
、
同
文
的
比
較
に
お
い
て
は
、
あ
ま
り

に
も
対
応
関
係
が
多
様
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
派
流
派
の
訓
読
語
の
特
質
を
、
抽

象
化
す
る
こ
と
が
、
困
難
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

そ
の
困
難
さ
の
背
景
に
は
、
諸
種
の
事
情
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
右
に

取
り
上
げ
た
西
墓
点
加
点
の
平
安
後
半
期
に
お
け
る
玄
法
寺
儀
軌
の
訓
読
の
様

態
を
見
て
も
、
資
料
資
料
に
お
い
て
、
特
徴
的
な
異
同
が
認
め
ら
れ
る
。
東
寺

観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
で
は
、
特
徴
的
に
は
、
仮
名
に
対
す
る
声
点
が
存
し
た
。

随
心
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
に
お
い
て
は
字
音
に
お
け
る
頭
子
音
を
区
別
し
た
声
点

が
加
点
さ
れ
て
い
た
。
石
山
寺
蔵
玄
法
寺
儀
軌
に
は
、
相
重
な
り
合
わ
な
い
二

種
の
西
墓
点
の
加
点
が
存
し
た
。
こ
れ
ら
の
状
況
を
俯
瞰
す
る
に
、
平
安
後
半

期
に
お
い
て
、
一
通
り
の
伝
承
性
の
強
い
訓
読
が
伝
承
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
は

な
く
、
実
際
に
下
点
し
て
新
た
な
訓
読
法
の
資
料
が
生
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
他

な
る
ま
い
。

ま
た
、
右
に
整
理
、
検
討
を
加
え
て
き
た
実
態
が
、
一
つ
の
理
由
と
し
て
存

在
す
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
即
ち
、
伝
授
に
お
け
る
師
に
よ
る
訓
読
法
の
異
同

が
、
ま
だ
、
生
々
し
く
働
い
て
お
り
、
そ
の
伝
授
の
様
態
に
よ
っ
て
は
、
一
点
、

一
具
の
資
料
中
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
層
の
訓
読
語
が
入
り
込
ん
で
、
一
点
、
一
具

と
し
て
は
、
統
一
性
の
な
い
訓
読
語
の
並
存
の
状
態
を
醸
し
出
し
て
、
そ
れ
に

よ
っ
て
訓
読
法
の
統
一
的
説
明
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
も
あ
ろ
う
。

右
の
よ
う
な
実
態
に
対
す
る
評
価
と
し
て
、
新
た
な
訓
読
語
の
生
成
と
い
う

観
点
か
ら
す
れ
ば
、
宗
派
間
で
次
第
次
第
に
特
徴
的
、
個
性
的
な
訓
読
法
が
稀

薄
に
な
っ
て
い
く
こ
と
と
捉
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
平
安
後
半
期
に

お
け
る
新
た
な
祖
点
の
形
成
の
問
題
と
共
に
、
右
の
様
な
取
り
合
わ
せ
的
訓
読

十
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が
、
新
た
な
訓
読
語
資
料
を
生
成
し
て
い
た
こ
と
で
も
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

平
安
後
半
期
に
、
訓
読
語
の
複
層
、
重
層
に
よ
っ
て
、
新
た
な
言
語
事
象
が

生
ま
れ
た
可
能
性
は
、
大
い
に
高
い
も
の
で
あ
る
と
評
価
で
き
よ
う
。

注１
、
広
浜
文
雄
「
妙
法
蓮
華
経
巻
第
四
の
訓
読
文
（
そ
の
一
）」（『
訓
点
語
と

訓
点
資
料
』
第
一
輯
、
昭
和
二
十
九
年
四
月
）。

築
島
裕
『
平
安
時
代
訓
点
本
論
考
　
研
究
篇
』（
平
成
八
年
五
月
、
汲
古
書

院
）
第
三
部
第
二
章
。

同
「
妙
法
蓮
華
経
に
お
け
る
明
詮
の
訓
説
の
伝
承
を
め
ぐ
っ
て
」（『
訓
点
語

と
訓
点
資
料
』
記
念
特
輯
、
平
成
十
年
三
月
）。

門
前
正
彦
「
漢
文
訓
読
史
上
の
一
問
題
（
二
）
―
「
ヒ
ト
」
よ
り
「
モ
ノ
」

へ
―
」（『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
十
一
輯
、
昭
和
三
十
四
年
三
月
）。

同
「
立
本

寺
本

妙
法
蓮
華
経
古
点
」（『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
別
刊
第
四
、
昭
和
四

十
三
年
十
二
月
）。

小
林
芳
規
「
訓
読
法
の
変
遷
―
平
安
時
代
の
妙
法
蓮
華
経
古
点
本
を
例
と

し
て
―
」（『
漢
文
教
育
の
理
論
と
指
導
』、
昭
和
四
十
七
年
二
月
、
大
修
館

書
店
）。

同
「
妙
法
蓮
華
経
訓
読
史
叙
述
の
た
め
の
基
礎
作
業
」（『
訓
点
語
と
訓
点
資

料
』
第
九
十
輯
、
平
成
五
年
一
月
）。

同
「「
乃
至
」
の
訓
読
を
通
し
て
観
た
漢
文
訓
読
史
の
一
原
理
」（『
小
林

芳
規

博寿
士
喜
記
念

国
語
学
論
集
』
平
成
十
八
年
三
月
、
汲
古
書
院
）
な
ど
。

２
、
白
点
、
朱
点
の
年
代
性
に
つ
い
て
、
そ
こ
に
現
れ
た
言
語
事
象
、
例
え
ば
、

朱
点
に
は
、
副
助
詞
「
い
」
が
出
現
す
る
と
か
、「
者
」
字
に
「
ヒ
ト
」
訓

が
あ
る
と
か
、
平
安
初
期
の
訓
読
語
の
特
徴
が
出
現
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、

平
安
初
期
の
訓
読
を
伝
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
す
る
道
が
あ
る
よ
う
に

も
思
わ
れ
る
が
、
循
環
論
に
陥
る
危
険
性
が
存
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

３
、
古
く
は
、
中
田
祝
夫
博
士
に
よ
っ
て
、
最
古
の
仮
名
声
点
で
あ
る
と
説
か

れ
た
こ
と
（『
国
語
学
辞
典
』「
声
点
」
の
項
、
昭
和
三
十
年
八
月
）
も
あ
る

資
料
で
あ
る
。

築
島
裕
「
仮
名
声
点
の
起
源
と
発
生
」（『
金
田
一
春
彦
博
士
古
希
記
念
論
文

集
第
一
巻
　
国
語
学
編
』（
昭
和
五
十
八
年
十
二
月
）

４
、
拙
著
『
平
安
鎌
倉
時
代
漢
文
訓
読
語
史
料
論
』（
平
成
十
九
年
二
月
、
汲

古
書
院
）
に
お
い
て
、
本
稿
に
取
り
上
げ
た
東
寺
観
智
院
蔵
玄
法
寺
儀
軌
の

訓
読
語
と
、
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
玄
法
寺
儀
軌
の
訓
読
語
に
つ
い
て
、

簡
単
な
比
較
例
を
掲
げ
、
異
同
の
概
数
を
示
し
た
こ
と
が
あ
る
。
本
論
の
趣

旨
と
重
複
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
行
論
の
都
合
上
、
旧
稿
に
比
べ
て
、
比

較
例
の
例
文
を
長
め
に
と
っ
て
、
同
種
の
比
較
の
行
い
、
論
述
を
進
め
た
。

５
、
拙
著
『
平
安
鎌
倉
時
代
漢
文
訓
読
語
史
料
論
』（
平
成
十
九
年
二
月
、
汲

古
書
院
）
第
六
章
第
一
節
。

６
、
例
え
ば
、
一
〇
世
紀
末
よ
り
一
一
世
紀
に
掛
け
て
、
天
元
元
年
（
九
七
八
）

に
は
、
餘
慶
の
法
性
寺
座
主
補
任
に
関
し
て
、
永
祚
元
年
（
九
八
九
）
に
は
、

餘
慶
の
天
台
座
主
補
任
に
つ
い
て
、
山
門
寺
門
の
抗
争
が
あ
り
、
ま
た
、

十
四
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勝

は
、
両
門
の
抗
争
に
よ
っ
て
、
比
叡
山
を
退
去
し
て
い
る
し
（
三
井
寺

潅
頂
脉
譜
）、
長
暦
長
久
頃
、
明
尊
の
天
台
座
主
の
補
任
を
巡
っ
て
、
ま
た
、

三
井
寺
の
戒
壇
建
設
に
つ
い
て
、
山
門
の
衆
徒
が
騒
ぎ
、
騒
動
が
あ
っ
た
ら

し
い
（
本
朝
高
僧
伝
他
）。
現
存
の
西
墓
点
資
料
の
奥
書
に
屡
々
現
れ
る
三

井
大
阿
闍
梨
龍
雲
房
慶
祚
（
九
五
五
〜
一
〇
一
九
）
も
、
餘
慶
の
天
台
座
主

補
任
の
山
門
・
寺
門
の
衆
徒
の
騒
動
で
正
暦
四
年
（
九
九
三
）
八
月
、
比
叡

山
上
に
あ
っ
た
が
、
朋
輩
を
従
え
て
、
一
度
は
、
岩
倉
大
雲
寺
に
転
じ
て
、

三
井
寺
に
入
っ
た
な
ど
の
経
緯
が
あ
る
（
元
亨
釈
書
）。
比
叡
山
上
に
は
、

「
百
光
房
」「
山
王
院
」
は
じ
め
寺
門
派
の
拠
点
が
い
く
つ
か
あ
り
、
ま
た
、

山
上
と
の
関
係
が
確
認
で
き
る
僧
も
あ
っ
て
、
内
閣
文
庫
蔵
三
井
寺
潅
頂
脉

譜
を
検
す
る
と
、
勝

以
降
、
少
な
く
と
も
、

○
心
譽
〈
延
暦
寺
快
公
法
印
舎
弟
〉

○

豪
〈
於
山
王
寶
前
賜
寶
物
印
信
―
〉

な
ど
と
あ
っ
て
、
山
上
と
の
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。
抗
争
上
の
問
題
は
あ

る
も
の
の
、
三
井
寺
の
戒
壇
問
題
も
あ
っ
て
、
寺
門
派
の
山
上
で
の
活
動
、

山
上
と
の
関
係
が
、
抗
争
と
連
動
し
て
断
続
的
に
存
し
た
と
見
て
も
、
矛

盾
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
し
、
寺
門
派
の
教
学
上
の
流
の
下
山
後
の
残

照
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
洛
中
に
お
け
る
山
門
派
と
の
関
係
も
考
え
得

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

７
、
小
林
芳
規
『

漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』（
昭
和
四
十
二
年
三

月
、
東
京
大
学
出
版
会
）。

８
、
拙
著
『
平
安
鎌
倉
時
代
漢
文
訓
読
語
史
料
論
』（
平
成
十
九
年
二
月
、
汲

平

安

鎌

倉

時
代
に
於
け
る

古
書
院
）。

十
五
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Two or More Layers on the Aspect for Material 
of Guiding Marks for Rendering Chinese into Japanese:

Daibirusyanakoudaijoujugiki 
of the To-ji Kanchi-in Temple Owning

Mitsutaka MATSUMOTO

This text takes up Daibirusyanakoudaijoujugiki (大毘盧遮那広大成就儀軌,玄法寺儀軌) of

the To-ji Kanchi-in Temple Kongo-zou (東寺観智院金剛蔵) owning and it is the one that the

aspect of the Japanese reading word that appears to material was described.  It begins to read in the

second years of kouhei (1059) in the Heian era.  The instruction is received from Bessho-ajari

according to colophon.  But “布字八印” is unread.  Next time, in February of (1070) for Enkyu

two years, reads from “布字八印” to “悲愍而救護” according to Jissoubou-Raigo.  In addition, it

is understood to read the part below “持珠當心上” according to Bessyo-ajari in August, year of

two of Enkyu.  The Wocoto-ten uses the Nishihaka-ten.  It agrees to Bokten of To-ji Kanchi-in

Temple this “玄法寺儀軌” when the 1186- ten is compared for “玄法寺儀軌” Bunji two years of

The University of Tokyo national language laboratory owning.  The tendency of adding ten to

Boku-ten presents the situation that adding point is thin uniformly over whole volume in the first

half part in To-ji Kanchi-in Temple “玄法寺儀軌” on the boundary of 364 lines in the latter half

though adding point is thick.  When the first half and an inside half are the one when the Japanese

reading methods in the partial part are compared by dividing To-ji Kanchi-in Temple “玄法寺儀

軌” into three based on the aspect of the instruction that can be read from the colophon to do the

character especially, it is induced.  It is pointed out that the Japanese reading word is different

though it is material in one volume according to the difference of the instruction that can be read

from the colophon under the skin.  The phenomenon shows two or more layers of the Japanese

reading word in one material, and the matter that requires noting as material of the Kunten-siryo

one side.

十
六




